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Ⅰ　緒　言

１　乳幼児期の食育のはじまり

　平成20年３月に保育所保育指針ならびに、幼

稚園指導要領が改訂され、「食育」の目的が明記

された。このことを受けて、保育雑誌1）2）などで

食育の特集や記事が掲載されている。

　この改定以前の保育所保育指針（平成２年、平

成12年）における食べることに関する内容は、

生活習慣の習得援助（しつけ）の位置づけとして

「将来のよい食習慣の基礎を養う」や「食べよう

とする気持ちを大切に」、「楽しい雰囲気の中で食

べる」と記されている。また、幼稚園指導要領（平

成元年、平成11年）における食に関する内容は、

「健康の内容」において「（６）身の回りを清潔にし、

衣服の着脱、食事、排泄など生活に必要な活動を

自分でする。」と記されている。さらに、保育所

保育指針の解説書3）では「好き嫌いをしない、マ

ナーを重視」などの記述がみられ、幼稚園指導要

領の解説書4）では「食事のために手を洗う」の記

述がみられる。これらは、現在の食育の目的・内

容と比べて少ない記述である。したがって、幼児

期の保育において健康に直接関わる食生活の主な

役割は、家庭にゆだねられていたことがわかる。

　乳幼児期からの食育がスタートしたことは、こ

れまでのように家庭にまかせきれない現状があ
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る。現在の家庭でのしつけや教育力の低下をふま

えてのことである。

２　1990年〜 1995年における乳幼児の食生活

（１）食生活の様相

　1990年から1995年は、バブルの崩壊とその後

の年代であった。食生活では次のような特徴が

あった。1990年の国民生活白書5）によると、レ

トルト食品、冷凍食品の生産がともに伸びており、

食料費に占める外食費の割合が増加傾向にあっ

た。次に1993年の国民生活白書6）では、平成４年

（1992年）食料費に占める外食費、冷凍食品など

の調理食品が実質減となり、景気低迷や労働時間

の短縮により、外食よりも家庭での食事が志向さ

れている可能性を述べていた。さらに、平成５年

（1993年）には、冷夏・長雨により稲作の作況指

数が74と著しい不良7）なり、輸入米が食卓に上っ

た年であった。

　また、1989年〜1994年の食生活論では、「食糧

経済」、「食文化・歴史」、「調理科学・食品」、「栄

養・健康」、「食習慣・マナー」、「食と心」、「食の

概念」の分野がほぼ平均に扱われていた8）。しか

し、その後の食生活論では、「栄養・健康」と社

会状況と家庭の様相をふまえた「食の概念」が多

く記述されるようになった8）。

　以上のことから、この時期の食べることの大切

さを、体の健康に直接結びつくことだけではなく、

人間関係をふまえた食事として心をも考えなくて

はならない変化の時期と考えられる。

　なお、1995年度には、日本人の栄養所要量の

第５次改定が行なわれた。

（２）保育における小児栄養の扱い

　保育者のための小児栄養では、次のような扱い

であった。

　1989年発行の「保育講座小児栄養」9）では、「食

事作りと食卓の演出」、「家庭の食生活を整える」、

「幼児の食事−ゆたかな食卓を−」の項目があり、

保育所給食関係者の心がまえとして、「将来の望

ましい人間形成に欠かせない家庭的なあたたかみ

のある給食環境が必要である。」との記述があっ

た。

　1991年の「保母のための小児栄養」10）では、「小

児期の栄養には、しつけ的・教育的面があること

も忘れてはならない。」と述べ、摂食上の問題点

として「のろ食べ、あらがみ、遊び食べ、偏食、

食欲不振」をあげていた。同じく1991年の「乳

幼児の栄養と発達」11）では、「重要なことは子ど

もが『食べる』ということは、これを通して食べ

方や心の発達の原動力となっていることです。」

と述べ、「食事を強制する弊害」の項目や、「問題

となる症状と栄養」として「心因性食欲不振」、「偏

食」、「乳幼児肥満」、「食物アレルギー」、「乳幼児

下痢症」、「便秘」をあげていた。

　また、1992年にはNHK教育テレビの子どもの

料理番組を基にした本「ひとりでできるもん」12）

が発行されている。この本は、食材の説明、調理

器具の扱い、料理の仕方を子どもにわかりやすく

説明している。登場人物から小学生向けであるこ

とが分かる。

　以上のことから、家庭での子どもへの健康的な

食生活を行なうことへの課題のあることがわかっ

た。また、従来から問題視されていた偏食や食欲

不振に加え、食物アレルギーや肥満、心因などの

問題も増えていたことがわかった。

３　目的と方法

　現在、保育者を目指す学生は1990年前後に生

まれている。本研究では、この学生たちが保育園

や幼稚園で受けてきた食に関するしつけや教育が

どのようのものであったかを知るため、学生の幼

児期に発行された幼児教育・保育雑誌における食

に関する内容を検討し、内容の考察を試みるもの

である。さらに、学生たちが保育者となり、保育

園や幼稚園で「食育」を行なう時に、食育の考え

や方法を身につけさせる方法を探る基礎とする。

　対象の保育雑誌は、保育士と幼稚園教諭向けの

もので、保育に関する最新の情報や保育者にとし
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ての考え方や保育の方法を提供する内容であり、

1990年から1995年に発行されたものとした。　

Ⅱ　結　果

１「保育とカリキュラム」13）

　保育園の保母（現在の保育士）と幼稚園教諭向

け月刊雑誌「保育とカリキュラム」の掲載内容を

表１に示した。掲載内容から次のように分類する

ことが出来た。食べ物に関する手遊びの方法を示

した「あそび」、食生活に関する提言を述べた内

容の「食生活」、子どもが作る「料理」の３分野

である。

　1990年2月号には、手遊びの方法で「たまごで

おりょうり」が掲載されていた。「たまごをポン

とわりまして」で始まる楽譜と、イラストで手の

動きが示されている。「なまたまご」、「めだまやき」

と「ゆでたまご」、「ホットケーキ」が扱われていた。

　1991年の「“食”にやすらぎをそえる」では、「親

が忙しくしていて、子どもにきちんとしたしつけ

ができるはずがない」、「せめても“食”にはやす

らぎと楽しさをそえたい」、「禁止後を食卓にのせ

ない誓いをたてよう」の見出しのもと「保育園で

は、何歳の時には“どんなことをどのように身に

つけさせるか”を話し合い、系統的に整理する必

要はあると思います。」と述べていた。

　1995年には「子どもクッキング」として子ど

も自身が作る料理の方法が掲載されていた。どの

料理も難しくない方法であり、子どもの年齢に合

わせて手伝いから、ひとりで料理することが出来

るものであった。また、1995年7月号の特集記事

「誕生会で遊ぼう！　おやつ作りから手遊びまで」

では、誕生会での手作りおやつの方法を掲載して

いた。

２「保育の友」14）

　保育園の保母向け月刊雑誌「保育の友」の掲載

内容を表２に示した。1990年３月号に「今、保

育の環境を見直す　第９回　乳児期からはじまる

“食”の営み」の掲載では、乳児の食生活の保育

として「何事にも意欲のない子」と「食欲・食べ

る楽しみを育てる」、「励ましと指導が母親の実践

へ転じるまで」、「一緒に食べる呼吸をつくりあげ

る」の見出しがあり、「家庭との連携をも密にす

ることによって、乳児に一体感をもって接するこ

との大切さが、食事の上からもあります。」と述

表 1　雑誌「保育とカリキュラム」における食に関する掲載
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べていた。

　1994年11月号の特集では、「ランチタイムは大

好き！」として「ランチルームには魅力がいっぱ

い」、「子どもの豊かな生活を育む食事をめざす」、

「ぼくらは、ランチタイムがまちどおしい」、「楽

しく食べるために−今、保育園の食事が変わって

きた」、「日本人の栄養所要量（第５次改定）につ

いて−主な変更点と乳幼児の所要量−」が掲載さ

れていた。特集の最初に「今月号では、保育の一

環である食事について、先駆的にとりくみ、各園

で工夫しているランチルームの実践例をあげ、こ

れからの食事の課題や楽しく食べるとは、さらに

は給食からランチへ…などについて考えてみまし

た。」とあった。

　保育所の栄養士からの報告「ランチルームには

魅力がいっぱい」では、「ある日のランチルーム」、

「あそび、場所、季節で食を楽しむ」、「子どもた

ちが喜ぶ献立をめざす」の見出しがあり、保育園

での昼食の様子が書かれ、「課題としては、楽し

いランチルームにするにはどんなふうにしたらい

いのか、子どもたちに教えてもらう毎日です。」

と述べていた。

　保育園保母が書いたランチルームの施設設計の

視点から「子どもの豊かな生活を育む食事をめざ

す」では、「設計から大切にした食事の位置づけ」、

「今日のメニューはなあに」、「一丸になって食文

化を豊かにしたい」の見出しでランチルームの配

置図と子どもの動きの報告がされていた。

　保育所栄養士が書いた「ぼくらは、ランチタイ

ムがまちどおしい」では、「ランチルームは大に

ぎわい」、「よもぎ団子作り大作戦」、「これくらい

食べられる？」、「食事作りは給食担当者と保母の

連けいが大切」の見出しでランチルームの様子を

報告し、「楽しい食事は人の心を和ませ、心豊か

にしていくのではないかと思います。」との記述

があった。

　日本総合愛育研究所の栄養担当部長の記述は

「楽しく食べるために−今、保育園の食事が変わっ

てきた」と題して、「個々の食欲を尊重して」、「保

育者は心にゆとりをもって」、「ランチルームやレ

ストランの設定」、「異年齢同士との食事体験を」、

「菜園作りを通して食事に関心を」、「クッキング

保育の体験を試みて」、「戸外での食事、食事形式

を変えて」、「行事食を上手に組み込んで」の見出

しがあった。

　以上から、ランチルーム（保育室と別な食事用

の部屋）を用意して、その場を通して子どもたち

に様々な食体験をさせる提言がされていた。

　厚生省栄養管理官は、「日本人の栄養所要量（第

５次改定）について−主な変更点と乳幼児の所要

量−」の説明文を掲載していた。

３「幼児と保育」15）

　保育園の保母と幼稚園教諭向け月刊雑誌「幼児

と保育」の掲載内容を表３に示した。内容から「栽

培」、「あそび」、「料理」、「ランチ」の４つに分類

表 2　雑誌「保育の友」における食に関する掲載
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できた。

　1990年と1993年には、「いもほり」、「稲作」、「野

菜」が取り上げられている。1990年と1992年に

は手遊びとして、「あさごはん」、「にんじんいろ

のスポーツカー」、「きつねうどん」が掲載されて

いる。特に「にんじんいろ」はオレンジ色などの

言葉を使わないで子どもの偏食野菜として取り上

げられる人参をつかったことに、偏食改善の意図

が見られた。

　1992年から1993年にかけて「子どもクッキン

グ」として、6種類の料理の作り方が掲載されて

いた。また、1992年の特集には「ルポ　みんな

でつくった今日のお昼はとびきりおいしい！」と

して昼食作りを掲載していた。

４「月刊指導計画」16）

　保育園、幼稚園の保育者向け月刊雑誌「月刊指

導計画」の掲載内容を表４に示した。1994年に

は「じゃがいもを植えよう」として4歳児の指導

計画を掲載していた。1995年には小石を食べ物

に見立てて手作りおもちゃの「製作」を掲載して

いた。また、「すてきに過ごすランチタイム」と

表 3　雑誌「幼児と保育」における食に関する掲載

表 4　雑誌　「月刊　指導計画」における食に関する掲載
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して、「毎日のランチにプラスアルファ『ランチ

ルームをすてきに』、『家庭的な雰囲気を』、『みん

なでお手伝い』、『ときには器を替えて』」と「特

別な日のランチタイム『屋台風バイキング』、『調

理室へおべんとう買いに』、『レストランへようこ

そ』」と、昼食を楽しませる工夫の仕方を掲載し

ていた。

　同じく1995年には手遊びと製作遊びで「やき

いも」と「イモ掘り」を掲載していた。

Ⅲ　考　察

　本研究で得られたことは、次のようであった。

　食生活への考え方は、食べることを健康の一部

ととらえ、子ども自身に食生活習慣を身につける

ことを重視していた。（１）将来のよい食習慣を

めざす（２）やすらぎなど食べる心を大切にす

る（３）楽しく食べること、であった。実際の食

に関する教育内容は、子どもに食べることの興味

を持たせることを重視していた。（１）料理を自

分でする（２）昼食（ランチタイム）を重視する

（３）いもなどの食材を栽培する、であった。こ

れらは、現在の食育とつながる視点の多いことが

分かった。

　筆者の現在の「食育実践の内容」の研究17）と

比較すると食育に関する指針に沿った食育実践例

と項目は、「あそび」と「共食」、「自然とのかか

わり」、「料理作り」、「行事・給食・栄養」は同じ

であった。全くない項目は「食文化とのかかわり」

であった。

　さらに、家庭での食事のしつけに期待できない

ことへの提言と保育の役割を示したことが分かっ

た。また、子ども自身に料理をさせることをうな

がす記事から、家庭でのお手伝いや料理への関心

をもたせることを保育の場でも行なう必要を推察

できた。

　したがって、家庭における食事機能の意義と重

要性の再認識することは、保育園と幼稚園でも把

握しており、それらの課題への対策をうながして

いたことが保育雑誌の記載からわかった。

　この時期は、保育者を目指す学生が幼児期の食

生活指導を受けていた時期である。学生自身が受

けてきた食のしつけや教育の様子をふまえ、学生

に新たに食育の考えを持たせる必要があると言え

よう。

　また、現在提唱されている食育の方法は、

1990年〜1995年にも行なわれていたことが推察

された。さらに今後は、これらを意図的に指導計

画や保育計画を立てて実践し、評価を行なう必要

があろう。それらを継続することで食育を効果の

あるものに出来るものといえる。

Ⅳ　要　約

　食育基本法制定や、このたびの幼児保育におけ

る食育の導入は、家庭への期待が見込めないこと

が背景とされる。家庭における食事機能の意義と

重要性の再認識することは、保育園と幼稚園でも

把握しており、1990年〜1995年に対策の必要性

をうながしていたことが保育雑誌の記載からわ

かった。

　保育所・幼稚園では、幼児の生活援助を行なっ

ていることから、食事への気配りも重要なことで

ある。また、食べることを幼児教育に取り入れる

ことで興味関心をもたせる姿勢が見られた。

　1990年〜1995年は保育者を目指す学生が幼児

期の食生活指導を受けていた時期である。学生に

新たに食育の考えを持たせる必要があると言えよ

う。
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